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１．はじめに 

教職大学院は，複雑化・多様化する学校教育の

諸課題に対応しうる，高度な専門性と豊かな人間

性・社会性を備えた力量ある教員の養成を使命と

するものである。本学でも平成28年度の開設に向

けて鋭意準備中である。 

本学教職大学院は，現職院生（教職に就きなが

ら教職大学院に研修派遣された者）と学卒院生（教

育学部を卒業し教職大学院に進学した者）各８名，

計16名を定員とする。修了後，現職院生はミドル

リーダーとして，学卒院生はスーパールーキーと

して学校現場で活躍することが期待されている。 

さて，そのための重要なカリキュラムの一つに

教育実習があるが，この目標や内容，方法を明ら

かにすることは喫緊の課題である（清水，清水，

菅原，根木地他 2015）。本学教職大学院での具体

的な実習内容には「学校マネジメント力開発実習」，

「授業力開発実習」，「子ども支援力開発実習」，「特

別支援教育力開発実習」がある。これらのうち，

「特別支援教育力開発実習」は内容として「学校

マネジメント力開発実習」，「授業力開発実習」，「子

ども支援力開発実習」を含む。すなわち，附属特

別支援学校をフィールドとしての三種の実習内容

に取組むものである。ただし，「学校マネジメント

力開発実習」の内容については学卒院生がこれに

取組み，現職院生は，別途，教育委員会等での実

習に取組む。 

また，「特別支援教育力開発実習」は，対象によ

って「特別支援教育力開発実習Ｉ」と「特別支援

教育力開発実習Ⅱ」に分類される。前者は，学卒

院生を対象とし,１年次の11月から4週間を学校

マネジメント力開発と，授業力開発に重点を置く。

さらに２年次の 11 月前後から６週間を子ども支

援力開発に重点を置いたセンター的機能実習とす

る。 

一方「特別支援教育力開発実習Ⅱ」は，現職院

生を対象とし,１年次の11月から２週間を授業力

開発に重点を置く。２年次の11月前後から５週間

を子ども支援力開発に重点を置く。 

これらの実施に際しては，実習者である院生，

実習校で対応する実習指導教員，実習を企画し総

合的な指導を担う大学教員の三者が取組内容の実

施イメージを具体的に共有する必要がある。特に

も，授業力開発に関する内容は，教員免許取得の

必要要件である学部段階での「教育実習」のイメ

ージを重ねがちであるだけに両者の差別化が必要

である。さらに，現職院生が実習を行うという新

たな条件についても，実施イメージの構築と共有

が欠かせない。  

そこで，本稿では「特別支援教育力開発実習Ⅱ」

の実施イメージを，実施方法という具体的な内容

として開発し，提起することを目的とする。 

 

２．方法 

「特別支援教育力開発実習Ⅱ」の実施方法を開

発するために，模擬実習を行い，そのプロセスに

おいて必要な方法を実践的に開発する。また，実

施上の必要事項を検討し，考察する。 

具体的には，現職教員を対象とした「特別支援

教育力開発実習Ⅱ」の実施イメージの構築を目指

す。そもそもシラバスによれば，この実施方法と

して次の３つを挙げている。すなわち，①学部・
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学級配属による学習支援及び学級経営について補

助業務を通して高度な実践的理解に至る，②学習

支援における子ども理解の内容と方法について，

補助業務を通して実践的に学習し，指導的な立場

から助言できる機会を設定する，③特別支援学校

における児童生徒への支援及び学級経営のあり方

と課題について管理職としての立場からレポート

を作成し，意見交換の機会を通してお互いの意識

啓発を図る，である。 

本稿ではこれらのうち，学部段階での「教育実

習」との差別化を図るべき①②について取り上げ

る。ただし，模擬実習実施時期が本校の繁忙期で

もあったことを鑑み，実習内容の主は授業におけ

る「補助業務」とした。 

模擬実習は，平成27年９月現在での教職員設置

準備室による実施構想に基づき，次のように実施

した。すなわち，①実習生自身による「個別の実

習計画」の作成，②実習生と実習校との打ち合わ

せ，③実習，④「実習日誌」の作成，⑤まとめと

してのレポート「実習報告書」の作成，⑥リフレ

クション（省察）指導，⑦事後協議である。 

実習生は，ミドルリーダー候補としての現職院

生を想定し，奇しくも適齢でもあった第一筆者が

その役を担った。実習生の研究テーマとして「重

複障害者のための領域・教科を合わせた指導プラ

ンの検証」を設定し，実習を通じて，このテーマ

の一端である個別の指導計画の運用と活用実態を

調査することとした。 

実習期間として，平成27年９月14日～18日（1

週間，ただし，諸事情から午前中のみの実施）を

設定した。事前の取組として，平成27年９月２日

に副校長と小学部主事である第五～六筆者との打

ち合わせ，９月８日に配属学級にて「プレ実習」

（事前体験）を行った。配属は附属特別支援学校

小学部某組とし，担任団である第

二～四筆者が実習指導教員の役を

担った。リフレクション指導は，

９月29日に実施し，第七～八筆者

が指導者役を担った。そして，事

後協議は，第一筆者と第二，五～

七筆者が会し 12 月８日に実施し

た。 

 

３．結果 

模擬実習は，次のような手順を

もって実施した。 

（１）「個別の実習計画」の作成 

「個別の実習計画」とは，実習

生が自身を対象として作成するも

のである。この様式を作成した上

で所定の内容を記入した。このプ

ロセスでは，大学教員による指導

を受けた。これを図１に示した。

なお，ここでは院生の研究テーマ

を記し実習との関連を示した。 

（２）事前打ち合わせの実施 

 
図１ 個別の実習計画（様式と記入例） 
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「個別の実習計画」をもって，実習担当教員との

打ち合わせを行った。実習内容や日課を確定した。

また，配属学級の児童の様子や実習期間中の授業

計画などの情報を得た。このとき，実習生の研究

テーマと学級経営上の対応の必要性から，一人の

児童への対応に重点を置く体制とすることが決定

された。なお，実習生は，配属学級における状況

を直に知りたいと考え，実習期間と同様の動きを

事前体験する機会として「プレ実習」を得た。  

（３）実習 

実習生の日課は，出勤，授業準備，職員朝会と

学部学級の打ち合わせ，それ以後１～４校時の授

業に参加した。この中で，配属学級の生活日課に

即して，対象とする児童を中心に，授業場面にお

ける個別の指導計画の活用の実態を観察しつつ，

担任団の随時の指示に従い授業の補助に努めた。

なお，授業内容は，日常生活の指導，生活単元学

習，体育等であった。 

（４）「実習日誌」の作成 

実習記録として「実習日誌」の様式を作成した

上で内容を記入した。この一部を図２に示した。

これは，文書作成ソフトで入力した。記述内容は，

研究に関する記録メモを兼ねることを想定した。

文量はＡ４で５～６ページに及んだが，電子デー

タなので文量を問う必要がないと考えた。 

（５）「実習報告書」の作成 

「実習報告書」の様式を作成したうえで内容を

記入した。このプロセスでは，大学教員による指

導を受けた。これを図３に示した。この内容は，

実習日誌をもとにした省察であり，かつ，現職教

員は自らの教職経験をも含んだ省察をすすめられ

るように項目立てを行った。その内容は，①調査

結果（研究テーマ，実習目標に即した調査観察結

果を記すもの），②授業の評価（参観または補助し

た授業についての評価を記すもの）③授業補助と

しての自己評価，④授業力に関する省察（授業力

に関して，自己のキャリアを振り返りつつ，本実

習の意義をまとめ，今後の自己課題を記すもの）

とした。 

 加えて，授業力に特化してリフレクションを進

められるよう，また自らの授業力開発を意図して，

指導案を作成することにした。これは，実習期間

中の授業を題材に，実習生自身がメインティーチ

ャーとして授業を計画することを仮定したもので

「スピンオフ（脇役を主役に仕立てた外伝作にち

 

 

 

図３ 実習報告書（様式と記入例） 

図２ 実習日誌の一部（様式と記入例） 
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なむ）指導案」と仮称した。これを図４に示した。 

（６）リフレクション 

 実習生は，実習の省察をすべく「リフレクショ

ン科目」にて大学教員による指導を受ける。この

模擬実施では,実習生は実習の概要を報告し，「個

別の実習計画」の目標に即した自己評価をし，「実

習報告書」をもって，自己の教職経験について省

察を述べた。大学教員からは，目標と評価の整合

や，教職経験を相対化し，意味づけを促進するよ

うな発問があり，実習生がそれに応じた。 

 また，スピンオフ授業案をもって，その内容の

検討を行い授業論に関する協議を深めた。総括と

して，実習生の今後の教職におけるミドルリーダ

ーとしての課題に言及し収束した。 

（７）事後協議 

 事後協議では，第一筆者が実習生の立場を離れ，

一連の取組を俯瞰する立場で協議した。 

第一に，模擬実習における成果として，次の２

点が挙げられた。これは，本実習においても同様

に起こりうるものであり，念頭に置きたい。 

① 実習生による学級の児童の見立てや，かかわ

りが担任団にとっての参照資料となった。こ

れは，第三者としての，着眼の角度が新鮮だ

ということであり，附属特別支援学校の教員

の視野拡大に寄与するというものであった。 

② 実習生による調査の内容は，校内研究の内容

の発展に寄与するものであった。具体的には，

個別の指導計画の運用及び活用に関する問題

提起となった。 

 第二に，実習の条件に関する課題点の指摘とし

て，次の７点が挙げられた。 

① 実習生が担任教師よりも教職経験年数や実年

齢が上である場合などには，その関係性の中

で遠慮や躊躇などの心理的負担が生じる可能

性があるだろう。 

② 実習は，11月に設定されているが，この時期

は学校公開直前の時期である。ここでは，授

業を任せることはできないという指摘があっ

た。そもそも学習支援及び学級経営について

補助業務をもって実習とするため，このよう

な時期だからこそ，実習生には適切に学校業

務を下支えすることでの活躍を期したい。な

お，関連して，同時期に学卒院生の実習もあ

り，その中では「一つの単元全体の指導計画

を立案し授業実践と評価までを行う」ことが

シラバスにて明記されている。そこで，公開

対象ではない授業のメインティーチャーをす

る案が出された。 

③ 実習期間の前後には，「アクションリサーチ

（仮称）」として週 1 回，木曜日に訪問する。

これを実習の予備的な取り組みとして有効に

活用したい。具体的には，現職院生にとって，

実習の場となる学級とその児童生徒の様子を

深く知る機会となる。その中で，自らの研究

テーマを明確にしたり，調査研究のためのプ

ロセスとしたりすることを期待する。同時に

実習校にとっては，現職院生が準スタッフと

して，非常勤職員のごとく活用することをメ

リットとしたい。しかし，週１回の訪問では，

授業の実施，放課後の改善検討，翌日の再実

施と評価などの協働的循環を経験できない状

況である。模擬実習はまさにそうであった。

授業はすれども放課後の準備や改善の取組を

しないのであれば，準スタッフとして，相互

に認知し合えるかとの懸念も示された。 

実習生の配属については，学部，学級を固定

的に考えることが望ましい。アクションリサ

ーチ期間中に固定し，理解や取組が深化する

ことを期するものである。関連して，同時期

に実習を行う現職院生と学卒院生のかかわり

を考えるならば，同学部，学級の配属がよい

のかという指摘もあった。現職院生が学卒院

生に対して，学校の状況を解説したり，何ら

かの相談対応をしたりすることは想定してお

り，むしろミドルリーダーとしての力量の発

揮の一場面として期待する。しかし，両者の

かかわりは，実習校という場や実習期間とい

う時間の中で完結させるものではなく, 教職

大学院全体の教育活動の中で実現されていけ

ばよい。したがって，現職院生と学卒院生の
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配属については同一を望むものではない。  

むしろ院生個々の研究テーマによって規定さ

れてよい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ スピンオフ指導案（抜粋） 
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④ 配属に関連して，その恒常性についての展望

を確認した。具体的には，配属の現職院生は，

毎年度１名ずつ派遣される見通しであるが，

学卒院生は流動的である。仮に，学卒院生が

２名であれば，平成28年度は合計３名の院生

が実習することになる。翌年度以降同数とす

れば，平成29年度以降は常時６名（うち２名

が現職院生）が実習することになる。 

⑤ 校務分掌の所属は，１年次では研究部，２年

次では支援部としたい。それぞれの年次で，

授業力開発，子ども支援力という実習上の力

点を明確化するためである。 

⑥ 個別の実習計画から，スピンオフ指導案まで

の一連の様式集は妥当。なお，指導案の様式

については本校様式を用いることを考え，ア

クションリサーチ期間において指導を受ける

ことが望ましい。 

 第三に，模擬実習以外の内容について，今後の検

討課題として次の２点の指摘があった。 

① ミドルリーダーとしての指導的力量開発を想

定し，「学習支援における子ども理解の内容と

方法について，補助業務を通して実践的に学

習し，指導的な立場から助言できる機会を設

定する」ことがシラバスにて計画されている。

この取組をどうすべきかとの問題の指摘があ

った。これについては，模擬実習で想定した

授業力は，指導的力量の裏付けとなる。しか

し,指導的力量は，適時適切に発揮されるべき

であり，常時指導的な態度ではいけない。授

業補助の場面では，同僚性の発揮が重視され

る。指導的力量の発揮の場としては別途必然

性ある場面を設定することがよいと考えられ

た。例えば，学校公開の取組の一環である「共

同研究者」（従来は，大学教員が担っていたも

の）の任務に就き，授業研究会にて発言する

などである。 

② シラバスには「特別支援学校における児童生

徒への支援及び学級経営のあり方と課題につ

いて管理職としての立場からレポートを作成

し，意見交換の機会を通してお互いの意識啓

発を図る」とある。この取組をどうすべきか

との問題の指摘があった。これについては，

具体的な活動内容の想定が必要である。例え

ば，学級経営案に関する中間的評価や個別の

指導計画の運用及び活用に関する校内システ

ムの点検整備や運用，学校評価の集計と分析

などが考えられる。 

 
４．考察 

本稿では「特別支援教育力開発実習Ⅱ」の実施

イメージの一端を，個別の実習計画からスピンオ

フ指導案までの様式集として開発，提起した。こ

れは無形だった実習構想の有形化の一歩である。 

また，模擬実習を通じて，実習生である現職院

生，実習校の教員，大学の教員の三者が，具体的

に実施イメージの一端を共有し，協議によって実

習の形式のみならず内容や質に踏み込んだ検討が

なされた。その中には，実習校の教員心理の開示

内容も含まれていた。このことは，模擬実習とし

ての実践を共有したからこそ得られた知見であり，

協働する上で大切にしたい点である。今後の確か

な足がかりと考えたい。  

最後に，模擬実習にご理解とご協力をいただい

た附属特別支援学校の同僚の皆様，小学部児童の

皆様，保護者の皆様に記して感謝申し上げます。 
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